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③ 
民主義に徹し生活を合理化して近代 的な町にいたしましょう 。 (町民慾章より )

おばあちゃん達 者でね 昭和54年

'おもちを疋べていつまでも達者

でねJ 3月2目、ひ怠まつりにち

なんで磁川宵年団の会員11名ガ豊

寿園のお年寄りにモチをだべさせ

元気づけましだ。豊寿園では正月

も入手がなくあ年寄りにモチをご

ちそうすることガできなかっだ疋

め大畠び。この日青年団はB九の

モチ米とうす、きねを持移し、原

野のよい掛声でモチをつき上げだ

あと、全員で居室のお年寄りの食

卓へ{寸き「ゆっくりかんでねJ と

食事の介護lこ汗だく。身体の不自

由怠老人も団員の山づくしに目を

組めなガ5、久し振りに楽しい食

事のひとときを過していました。
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町政懇談会

380人参加

12会場に

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る
意
見

要
望
を
広
く
聴
取
し
て
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
リ
を
と
、
毎
年
開
か
れ
て

い
る
町
政
懇
談
会
。

こ
と
し
も
一
月
二
十
五
日
が
ら
二
月
二
日
ま
で
の
七
日
間
、
地
区
連
合
会
単

位
の
十
ニ
会
場
て
開
か
れ
ま
し
た
か
、
合
わ
せ
て
三
百
八
十
人
余
り
の
参
加
者

か
ら
地
域
の
切
実
な
要
望
や
町
っ
く
り
の
た
め
の
建
設
的
な
意
具
か
二
百
六
件

も
出
さ
れ
ま
し
た
.

」l
二
会
場
で
は
、
依
然
と
し
て
道
路

側
桃
の
務
仰
に
関
し
た
刑
判
望
が
圧
倒
的

に
多
く
全
体
の
六
三

%
を
占
的
次
に

自
治
会
関
係
の
生
活

環
境
、
保
健
衛
生
、

水
道
に
関
す
る
も
の
、

一
六
%
、
教
育
関
係

が
八
七
%
、
そ
の

他
、
企
画
交
通
安

全
対
策
‘
消
防
、
政

業
、
福
祉
な
ど
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
.

一
会
場
お
よ
そ
三

時
間
経
皮
肉
短
い
時

聞
の
た
め
、
納
得
し

な
い
問
題
も

一
部
あ

り
ま
し
た
が
、
町
で

熱
心
な
話
し
合

い
が
続
〈
種
川
地

区
の
町
政
懇
談
会

食
安
全
岡
米
飯
に
H
八
束
・
住
吉
・
金

原
H
五
十
四
年
度
か
ら
米
飯
を
迎
一一一
国

策
施
す
る
」
が
目
だ
ち
、
次
に
学
校
プ

ー
ル
の
設
置
で
、
防
火
用
水
の
利
用
を

兼
ね
て
、
ま
た
、
何
校
か
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
ー
と
い
っ
た
草
比
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
で
は
マ
停
車
場
待
合
室
内
修

理
・
自
転
車
詮
場
町
設
置
を
マ
通
学
パ

ス
路
線
的
延
長
を
マ
教

μ住
宅
の
新
築

を
マ
光
台
地
区
内
小

・
中
学
生
町
送
迎

を
マ
住
吉
ス
キ
l
場
、
野
外
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
設
置
を
マ
移
動
図
魯
館
の
普

及
を
マ
通
学
パ
ス
の
迎
え
が
早
い
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る
な
ど
で
す
。

集
会
施
設
の
要
望
が
増
加

自
治
関
係
で
は
、
地
械
の
集
会
施
副
首

に
対
す
る
要
望
が
多
く
、
そ
の
内
容
は

マ
保
育
所
終
了
後
円
保
育
備
品
置
場
が

な
い
の
で
生
活
館
に
物
置
を
設
置
し
て

マ
生
活
館
に
暗
砕
を
‘

U
H
F
ア
ン
テ

ナ
の
股
備
を
マ
氾
揺
は
お
金
を
入
れ
て

か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
守
生
活
改
普

セ
ン
タ
ー
前
向
制
裳
艶
備
を
守
地
授
の

備
品
に
瞬
間
湯
わ
か
し
及
び
料
理
実
習

用
に
オ
ー
ブ
ン
も
用
意
し
て
マ
セ
ン
タ

ー
の
床
張
り
替
え
を
マ
セ
ン
タ
ー
前
に

駐
車
場
を
マ
会
館
の
内
装
修
理
と
水
道

可と仁，~ (，IT) 

11611炉

回 答内訳

修
理
を
マ
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
が
雨
も
り

す
る
な
ど
。
ま
た
、
マ
光
台
部
落
に

会
館
を
マ
八
鈴
部
落
に
会
館
を
マ
商
工

団
地
に
会
館
を
と
い
っ
た
声
も
。
防
犯

灯
訟
訟
の
車
品
開
正
は
マ
学
校
入
口
に

(花

石

八

束

)
マ
停
車
場
入
口
に
(住
吉
)

そ
の
ほ
か

(極
川
盟
田
)
マ
外
灯
内

情
訟
を
(英
利
河
)マ
街
路
灯
の
屯
気
料

金
全
日
制
町
賛
助
成
を

(町
内
会
)
な
ど
。

一
方
、
農
村
地
帯
で
切
実
な
問
題
で

あ
る
木
迫
関
係
で
は
V
白
石
簡
易
水
道

施
設
の
改
良
を

(
八
束
)
飲
料
用
水
道

{凶 3%)

要望の内容

そ内池 3件 (1.5%)  
農機聞係 4件(2.0%) 

柵間間保 5件 (2.4%) 
交通安全開係 5件(2.4%) 
企画聞係 8件 (3.9%) 

教 W 聞 係 18件 (8.7持)
白治会18伺‘木選 6件、補生6
件 嗣 祉 3件 (16.0持〉
睡眠聞係 130件 (63.1同 }

は
住
民

一
人
ひ
と
り
の
古
見
を
埠
虫
し

て
H

明
目
的
町
づ
く
り
の
た
め
“
に
、

制
極
的
に
町
政
に
お
り
込
み
、
解
決
し

て
い
く
方
針
で
す
の
で
、
今
後
と
も
迫

慮
な
く
芯
見
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
.

各
地
区
の
お
も
な
袈
一
望
は
次
の
と
お

り
で
す
。道

路
・
測
溝
の
整
備
を

刊
誌
協
関
係
で
は
、
各
会
場
と
も
共
通

し
た
要
望
は
、
パ
ラ
ス
入
れ
、

U
宇
佐

側
湖
町
改
修
と
い
っ
た
身
近
な
事
望
が

多
く
、
次
ぎ
に
除
3
・
助
活
柵
の
殻
訟

な
ど
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
平
市

建
設
慨
に
お
い
て
笑
施
可
能
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
.
除
雪
に
つ
い
て
は

院
内
民
家
の
バ
ル
ク
ク
l
ラ
の
導
入
に

よ
っ
て
全
線
除
雪
の
実
施
を
ー
と
い
っ

た
要
望
が
目
立
ち
ま
す
。
道
路
の
改
良

の
早
期
笑
施
を
(
林
丘
)
守
水
道
の
完

備
を

(回
代
)
マ
水
道
貯
水
池
町
排
水

流
未
処
理
を
(
花
石
)マ
水
道
協
水
ポ
ン

プ
を
兎
に

一
ヶ
所
助
成
し
て

(日
進
)

な
ど
。

消
防
関
係
で
は
マ
勝
村
内
無
水
地

帯
に
お
け
る
火
災
時
の
水
利
利
用
体
制

の
確
立
を
(
前
川

・田
代
)
公
住
の
西

側

下

メ

y
プ
高
台
に
防
水
池
を
マ
種

川
消
防
番
屋
内
新
築
を
(
種
川
)
消
防

サ
イ
レ
ン
を
新
設
し
て

(日
進
)
マ
消

防
サ
イ
レ
ン
が
問
え
な
い
(
英
利
河
)

交
通
安
全
対
策
関
係
で
は
、
マ
抽
守
江

十
号
線
交
差
占
、
を
追
越
禁
止
に
マ
ト
?

ン
ケ
ン
割
地
毛
の
十
字
路
に
杭
断
歩
道

の
般
世
を
マ
八
東
大
原
総
と
迫
々
交
差

占
に
横
断
歩
道
の
股
置
を
マ
市
街
地
仲

通
り
は
駐
車
に
よ
り
車
が
通
れ
な
い
。

駅
近
く
に
尉
車
場
を
マ
旭
町
商
宿
会
近

〈
に
駐
車
場
を
設
世
し
て
な
ど
。

火
葬
場
の
新
設
を

福
祉
関
係
で
は
、
マ
老
朽
化
し
て
い

る
火
葬
場
施
設
の
新
設
と
合
せ
墓
地
公

倒
的
樹
立
を
マ
墓
地
区
域
内
整
備
協
力

火
葬
場
利
用
者
向
指
導
、
注
意
事
項
等

の
也
市
、
管
迎
者
向
配
置
を
マ
楼
副
主
冗

成
後
墓
地
に
水
泊
施
設
を
マ
無
縁
故
者

向
石
碑
独
立
に
協
力
を
。

な
ど
。
ま

た
保
健
術
生
側
係
で
は
、
守
中
旬
者
輸
送

車
内
巡
行
を

(紳
丘
)
マ
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
を
(盟
回
)
マ
ゴ
ミ
集
積
所

設
置
に
補
助
を
、
ゴ
ミ
収
集
車
内
回
送

舗
装
関
係
の
主
宇
も
の
は
マ
神
丘
十
号

線
の
改
良
制
装
工
事
を
七
線
道
路
ま
で

延
長
し
て
マ
神
丘
六
斜
線
改
良
工
事
完

了
地
占
、
の
舗
装
を
マ
盟
国
線
何
年
間
改

修
工
事
を
大
幅
に
延
長
し
て
マ
技
団
橋

よ
り
庫
元
商
庖
ま
で
の
改
修
と
舗
装
を

マ
濁
川
地
区
道
路
の
改
修
工
事
を
マ
八

束
墓
地
東
西
に
道
路
新
設
を
マ
南
凹
代

地
区
町
道
路
改
良
を
マ
東
町
北
側
山
手

線
内
舗
装
と
側
溝
工
事
を
マ
森
林
組
合

横
通
り
の
道
路
改
良
を
マ
商
工
団
地
内

の
早
期
舗
装
を
マ
御
彬
線
道
路
の
早
期

制
畿
を
マ
町
道
団
代
制
的
道
路
改
良
守

口
校
仙
酬
を
潔
白
骨
ま
で
延
長
し
て
マ
光
台

地
区
道
路
改
修
マ
樋
川
駅
横
道
路
円
前
常

備
を
マ
上
稲
穂
地
区
町
道
的
道
々
日
開
格

を
マ
南
岸
辺
々
線
稲
穂
か
ら
道
路
を
延

長
し
て
住
吉
国
道
へ
接
続
し
て
マ
町
道

花
美
線
的
整
備
を
マ
春
日
井
道
路
内
全

般
的
改
良
を
マ
御
悶
橋
町
架
換
を
マ
根

川
駅
前
線
鉄
道
横
断
水
路
の
整
備
を

な
ど
。
国

・
道
関
係
で
は
マ
南
岸
辺
々

歩
道
の
新
設
を
マ
稲
穂
地
区
近
々
の
改

良
制
装
を
マ
国
道
二
七
七
号
線
の
改
修

と
樋
川
地
区
町
歩
道
政
世
を
マ
旭
台
似

の
拡
帰
工
事
を
マ
住
吉
流
域
内
が
け
刷

孫
防
止
を
マ
花
石
橋
ま
で
の
歩
迅
該
世

を
守
利
別
川
上
流
地
帯
の
河
川
改
修
を

マ
花
美
怖
の
拡
張
多

T
な
ど
で
す
。

米
飯
給
食
の
拡
大
を

教
育
関
係
の
共
通
し
た
要
望
は

「米

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
も
学
校
給

を

(八
束
)
マ
カ
メ
虫
駆
除
対
策
と
殺

虫
剤
の
助
成
を

(英
利
河
)
マ
入
院
忠

者
に
帰
除
を
さ
せ
て
い
る
。
間
保
病
院

の
受
け
付
け
で
待
つ
時
間
が
長
い
の
で

整
理
券
を
出
し
て

(花
石
)

農
業
関
係
で
は
、
マ
鈴
金
大
排
水
を

も
っ
と
上
ま
で
延
長
を
(
盟
国
)
美
利

河
F
ム
よ
り
濁
川
に
用
水
を
(
八
束
)

美
利
河
ダ
ム
に
よ
る
気
象
の
変
化
と
農

業
、
牧
畜
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策
は

(
美
剃
河
)
守
東
部
農
地
同
発
に
関
連

し
金
原
地
区
も
早
期
実
施
を
白
な
ど
。

こ
の
ほ
か
、
守
地
域
集
団
電
話
の

一

般
屯
語
化

(八
束
)
マ
横
川
泊
以
的
活

用
促
進
と
そ
の
具
体
化

(樋
川
)
守
極

川
混
成
水
を
各
家
に
販
売
し
て
(
住
吉
)

マ
英
利
河
ダ
ム
に
関
連
し
て
原
杭
良
場

を
団
地
に
し
て
は
(
神
丘
)
守
役
場
裂

通
り
の
御
川
崎
地
番
を
今
金
地
帯
甘
に
変
克

を
(
栄
町
)
マ
登
記
所
跡
地
の
利
用
は

マ
美
利
河
駅
の
無
人
化
反
対
を
U
な
ど
。

キ

*

*

以
上
、
各
地
区
内
要
望
を
列
記
し
ま

し
た
が
、
ど
の
項
目
も
地
域
に
と
っ
て

は
重
要
を
問
題
ば
か
り
で
す
。
し
か
し

限
ら
れ
た
財
源
的
中
で
は
、
満
度
主
住

民
加
古
求
な
り
施
策
に
も
応
え
ら
れ
な

い
の
が
現
実
で
す
。
町
で
は
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
図
、
道
向
精
別
箇
と
述
州
市
を

保
ち
つ
つ
、
町
全
般
的
視
野
に
た
っ
た

財
政
的
効
県
的
巡
営
を
は
か
っ
て
い
き

草
す
の
で
、
今
後
も

H

町
づ
く
り
H

に

つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
の
柏
極
的
宇
立

見
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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昭
和

M
年
度
今
金
町

重
点
推
進
項
目
内
容

〈
国
費
関
停
V

7
国
道
二
七
七
号
線
舗
装
補
修
工
事

(
住
吉
地
亘
)
V
同
側
面
保
護
(中

里
地
区
)
マ
美
利
河

lHM牧
線
改
良

工
事
マ
八
雲
今
金
線

1
馬
場
川
地

区
舗
装
八
百
灯
、
日
進
地
区
補
装
三

干
五
百
七
十
い川
、
側
溝
工
事
凹
百
い
川、

制
畿
補
修
今
金
地
内
百
五
十
五
日
川、

八
京
地
内
七
百
四
十
日
川
マ
鈴
金
1
盟

凹
、
田
代
地
内
築
堤
工
事
マ
北
楠
山

直
結
か
ん
排
事
業
マ
今
金
東
部
燥
地

開
発
事
業
マ
英
利
河
ダ
ム
建
設
消
工

〈
道
費
関
係
v

マ
光
台
|
極
川
線
(
下
メ
y
プ
荷
台
)

道
路
改
良
千
二
百
H
M

マ
旭
台
今
金

線
(
田
代
)
道
路
改
良
暫
定
盛
土
マ

丹
羽
今
金
線
(
神
丘
)
道
路
改
良

八
百
灯
、
舗
装
千
八
百

μ
マ
鈴
岡
橋

架
換
マ
馬
場
川
築
堤
四
百
七
十
日川

一
議
伴
六
百
五
十

μ
(八
束
)
間
代
川

一
改
修
干
幻

(
凹
代
)
オ
チ
ャ
ラ
ッ
ベ

一
川
改
修
築
堤
九
百
七
十
六
H

川、
護
岸

一
八
百
五
十
H
U

(

八
束
)
チ
プ
タ
ウ
ン

一
ナ
イ
川
改
修
築
提

・
秘
伴
八
百
二
十

M
M

守
神
丘
凶
線
館
行
改
良
守
白
石
第

二

日
進
地
区
良
免
般
道
繋
備
事
業

マ
上
八
束
頭
首
工
災
害
復
旧
事
業
マ

日
進
地
区
間
拓
道
路
等
補
修
事
業
マ

青
木
地
区
山
村
基
幹
股
通
事
業
マ
田

代
地
区
内耐
用
地
開
発
事
業
守
八
束
地

、『戸/ノ

岡
山
恒
幣
備
事
業
マ
緊
急
排
水
対
策
事

業
(鈴
金
)
マ
復
旧
治
山
苓
業
H
奥
沢

l
山
崎
町
沢
、
八
束
i
畑
町
沢
、
盟
国

i
鈴
木
町
沢
守
保
安
林
改
良
事
業
、

(中
里
地
区
)

〈
町
費
関
係
V

7
神
丘
六
線
線
道
路
改
良
工
事
八
百

幻
マ
盟
回
線
道
路
改
良
工
事
八
百
幻

マ
白
石
線
道
路
舗
装
工
事
千
五
十
れ

守
御
園
橋
架
換
工
事
マ
上
南
原
橋
架

換
工
事
守
中
央
線
道
路
改
良
工
事
四

百
十
幻
マ
近
隣
公
園
造
成
工
事
守
第

幽
二
幹
線
支
線
川
改
修
工
事

(今
金
)

一
マ
公
営
住
宅
新
築
工
事
(
今
金
)
戸

一
数
八
戸
マ
神
丘
十
号
線
制
義
工
事
七

一
百
二
十

μ
マ
臼
年
災
農
業
用
地
語
災

一
害
復
旧
事
業
守
地
特
別
益
事
業
マ
小

一
規
模
農
用
地
艶
備
事
業

(盟
悶
)
守

一
段
業
椛
込
改
普
事
業
マ
山
村
振
興
対

一
策
事
業
H
圃
場
艶
備
(
盟
田
)
農
地

一
造
成
(
鈴
岡
)
簡
易
給
水
施
設
(
メ

一
y
プ
高
台
濁
川
)
マ
酪
良
三
相
導

一
入
卒
業
マ
転
作
促
進
対
策
事
業
マ
町

一
有
林
造
林
卒
業
マ
統
合
中
学
校
第

一

一
年
次
着
工
マ
融
資
住
宅
一
練
二
戸
建

一
設
(
今
金
)
マ
へ
き
地
住
宅

一
棟
二

一
戸
建
恋

(盟
問
)
マ
文
化
財
発
掘
事

一
業
(
英
利
河
ダ
ム
関
連
)
守
町
民
学

一
習
の
推
進
マ
米
飯
給
食
迎
三
回
実
施

一
マ
今
金
町
国
保
病
院
改
築
事
業
マ
老

一
人
福
祉
パ
ス
購
入
マ
消
防
施
設
整
備

一
事
業
マ
種
川
温
泉
施
設
盤
備
事
業
マ

一
交
通
安
全
極
設
整
備
事
業

( 3 ) 
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百丁4月8日知事・道議プヴ
ニー4月22日町長・町議一寸

午後 6時7 日寺~午前

ル
ー
ル
を
守
つ

え
l
日
本
語
に
は
数
を
つ
け
て
呼
ぶ

言
葉
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し
て
ナ
。

七
福
神
と
か
十
八
番
な
ん
て
菅
か
ら
よ

く
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
隠
居

「
お
ー
い
、
八
つ
つ
あ
ん
、

今
月
は
三
月
だ
、
こ
の
三
に
ち
な
ん
で

ク
イ
ズ
を
ひ
と
つ
コ
ニ
』
が
つ
く
哲

を
い
く
つ
位
知
っ
て
る
か
い
ヲ
」

八
つ
つ
あ
ん

「
三
と
く
り
や
‘
ま
ず

三
冠
王
に
三
磁
の
紳
端
、
横
文
字
な
ら

3
C
|
て
の
が
あ
る
よ
」

ご
隠
居

「
で
は
『
三
な
い
の
ル
ル
』

て
え
の
は
何
の
こ
と
か
分
か
る
か
い
?

若
人
の
こ
の

前
聞
の
知
事
・
道
議
選
挙
は
、
昭
和

五
十
年
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
.
そ
の

時
の
投
票
率
は
八
七
・
一
%
、
五
十
年

四
月
二
十
七
日
の
町
長
・
町
議
選
挙
で

は
九
三

五
%
と
身
近
な
選
挙
に
な
る

ほ
ど
、
そ
の
関
心
が
向
く
投
票
率
も
上

刻
し
て
い
ま
す
が
、
選
挙
の
た
び
に
い

つ
も
問
題
に
な
る
の
は
、
年
々
若
い
人

た
ち
の
投
両
日誌
血
で
か
減
っ
て
く
る
こ
と
で

す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
的
主
人

公
は
私
た
ち
自
身
で
す
.

よ
い
政
治
五
惑
い
政
治
も
、
私
た
ち

自
身
内
手
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

よ
い
政
治
へ
の
努
力
は
、
私
た
ち
自
身

内
し
あ
わ
せ
と
な
っ
て
は
ね
か
え
っ
て

〈
る
も
の
で
す
。

若
い
人
た
ち
が
政
治
と
自
分
の
一
票

と
の
つ
な
が
り
に
目
さ
め
る
こ
と
が
、

‘-

た
き
れ
い
な
選
挙

そ
れ
は
だ
ね
、
も
つ
じ
き
選
挙
だ
ろ
。

法
律
で
は
ね
、
政
治
家
や
候
補
者
は
、

ど
ん
な
場
合
で
も
選
挙
区
内
の
人
た
ち

に
物
や
お
金
を
贈
っ
て
は
な
ら
な
い
.

ま
た
、
私
た
ち
有
権
者
も
寄
付
な
ん
か

を
求
め
て
は
い
け
な
い
し
、
贈
ら
れ
て

も
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
|

こ
と

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

み
ず
く
さ
い
よ
う
だ
が
‘
町
内
の
花

見
、
祝
言
の
ご
祝
儀
、
入
学
祝
い
な
ん

か
も
ル
ル
巡
反
に
な
る
。
つ
ま
り

み
ん
な
で
日
ご
ろ
か
ら
『
き
れ
い
宇
必

挙
』
を
良
行
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
」

八
つ
つ
あ
ん

「
J7t向
1
る
ほ
ど
。
ご

阻
居
は
こ
ん
ど
も
選
挙
に
は
出
立
い
。

お
や
つ

/
き
ょ
う
は
お
事
チ
も
な
い
し、

お
茶
も
出
て
な
い

ヨ

。」

投察区別選挙人名簿登録者数

畳 H 人 n量
控草区 控 理 所

りJ 女 計

第 1 ~利河間祉会館 89 99 188 
車 2 花石生活改抑センター 88 l冊 188 
出3 ヰl虫僻地保健嗣祉航 57 49 l国

期4 住吉生描i!!(部セ μ ター 38 35 73 
都 5 附 111 生活 6ii 289 318 607 
相 6 興組川醐部会館 9 10 19 
部7 八lR:liifj改瀞セシター 159 163 322 
都 8 鈴金生漏出羽『センター 152 164 316 
部 9 盟加盟問活館 89 85 174 

抗10 神丘町祉企蹄 175 加4 379 
第11 日進狩の家 31 27 58 
出12 今金町 J~ セ ン タ ー 851 930 1，781 
抗日 今金 町 19".. J，品 1，044 1，154 2，198 
罰H 白石却 の 寧 57 55 112 

:十 3.128 3，393 6，521 

10) (日 9

あ
る

一
~ 
ヌIく

を

今
年
は
、
四
年
に
一
度
の
統
一

地
方
選
挙
の
年
で
、
四
月
八
日
は
知
事
、
道

様
、
四
月
二
十
二
日
は
町
長
・

町
挽
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
事
は
、

主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、

明
る

い曲
置
か
S
郷
土
の
建
設
は
、
あ
主
た
の

一
一県
に
か
庁

っ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
意
思
と
自
由
な
判
断
で
、
責
任
の
あ
る
一

棄
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

票
で
明
る
い

未
来

こ
れ
か
ら
の
政
治
に
希
望
を
も
た
ら
す

も
の
な
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
若
い
人
が
中
心
と
な
っ
て
、

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
参
加
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
と
く
に
新
有
権
者
は
、

初
め
て
与
え
ら
れ
た
権
利
と
義
務
参
有

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
で
き
る
人

今
固
め
選
挙
で
選
準
人
名
怖
に
登
録

さ
れ
る
た
め
の
有
権
者
向
資
格
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
必
裂
で
す
。

①
道
知
事

・
道
織
選
挙

昭
和
三
十
四
年
四
月
九
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
入
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十

二
日
以
前
か
ら
今
金
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
人
。

②
町
長

・
町
機

選

挙

川

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
十
三
日
ま
で
川

に
生
ま
れ
た
人
昭
和
五
十
四
年

一
月

川

十
日
以
前
か
ら
今
金
町
に
住
所
や
肴
し
川

て
い
る
人
。
な
お
、
町
長
町
議
選
挙
酬

に
つ
い
て
は
四
月
二
寸
二
日
の
投
票
日
川

以
前
に
町
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
川

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
自
動
車
等
の
連
川

転
免
許
取
得
の
た
め
に

一
時
、
住
民
登
山

録
を
異
動
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
州

事
実
が
碑
認
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、

選

川

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
川

め
に
町
選
挙
管
理
委
民
会
で
手
続
き
し
川

て
く
だ
さ
い
。

川

比
五
叶
乃
川

一
入
場
券
は
各
世
帯

一

J14
3
1
J

川

入
場
券
は
投
山

ご
と
に
送
り
ま
す

-
z
l〉
7i、
州

白

E
E
グ
イ
J

川

目
前
に
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
川

万

一
届
か
な
い
場
合
は
、
口
十
め
に
町
選
川

挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
せ
、
選
挙
人
川

名
簿
登
録
会
盆
手
権
認
し
て
く
だ
さ
い
。
川

選
挙
巡
動
川

選
挙
運
動
期
間
は

-

r

川

か
で
き
る
副
川

一、
告
示
の
日
か
ら

・

J

川

間
は
立
候
補
川

届
け
出
が
正
式
に
川
選
管
に
受
理
さ
れ
た
川

と
き
か
ら
投
山
県
目
的
前
固
ま
で
で
、
届
州

け
出
の
受
け
付
け
は
選
挙
の
告
示
日
と
川

そ
の
翌
目
的
二
日
間
で
す
か
ら
、
今
回
川川

の
知
事
選
の
場
合
は
一二
月
十
四
日
か
ら
川
か
ら
だ
の
障
害
や
、
文
字
が
わ
か

四
月
七
日
ま
で
、
道
議
選
は
三
月
二
十
川
ら
な
い
で
自
分
で
書
け
な
い
人
の
た

七
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
、
町
長

・
町
川
め
に
代
理
投
穿
と
い
う
方
法
が
あ

議
選
は
四
月
十
五
日
か
ら
四
月
二
十

一

川

り

ま

す

。
投
票
所
で
係
只
に
申
し
出

日
ま
で
で
す
.

川
ま
す
と
、
あ
な
た
の
指
示
し
た
候
補

投
荻
円
前
日
は
、
肌
則
と
し
て
午
後
川
者
名
を
係
員
が
岱
い
て
く
れ
ま
す
.

十
二
時
ま
で
選
挙
巡
動
が
出
来
ま
す
が
、
川
こ
の
場
合
、
投
京
管
理
者
は
二
人

街
叫
副
院
、
選
挙
巡
動
朋
自
動
車
内
上

川

町
補
助
者
を
選
ん
で
投
以
の
適
正
を

で
の
辿
呼
行
為
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

川
則
す
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

八
時
ま
で
に
眠
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル

川

ん

、

故
裂
の
秘
蜜
は
厳
軍
に
守
ら
れ

ル
を
守
り
正
々
堂
々
と
行
い
ま
し
ょ
う
。
川
ま
す
か
ら
こ
安
心
く
だ
さ
い
。

川

マ
病
気
や
け
が
、
ま
た
妊
娠
や
出
産
な

ど
の
た
め
、
投
説
日
の
当
日
、
投
票

所
に
行
け
な
い
入
。

マ
他
市
町
村
に
転
出
し
、
投
票
当
日

今
金
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

。
不
在
者
投
裂
の
で
き
る
期
間
は
、
選

挙
制
日
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
扶
北
目

的
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

(
土
胤
目
、

白
附
日
に
も
投
取
で
き
ま
す
。
)

こ
の
ほ
か
、
盟
皮
肉
'
封
休
陣
容
者
を

対
象
に
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
家
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
町
選
挙

管
理
委
民
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

副
買
収
や
供
応
て
誘
惑
し
た
り
、

弱
み
に
つ
け
込
む
よ
う
な
卑
劣
な

行
為
を
す
る
候
補
者
は、

一
切
拒

否
す
る
よ
う
聞
く
決
意
し
ま
し
ょ

う
.

国
国
悪
質
な
中
傷
や
怪
文
書
類
に
ま

ど
わ
古
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
.

調
投
票
に
際
し
て
は
、
住
民
と
し

τの
正
当
な
権
利
町
行
使
て
古
る

こ
と
を
自
覚
し
、
一
切
の
情
実
を

排
し
、
あ
く
ま
で
も
政
策
や
人
物

を
み
て
自
主
的
に
投
麗
し
ま
し
ょ

う
.

国
間
あ
な
た
の

一一
棋
に
よ
り
、
地
方

自
治
が
良
く
も
な
れ
ば
悪
く
も
な

る
こ
と
を
、
も
う

一
度
よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。

手

続

き

は

簡

単

で

す

不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
し
ょ
、つ

不
在
者
投
裂
は
、
位
以
日
の
当
日
、

正
当
主
理
由
で
投
寂
所
に
お
い
て
投
裂

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
投

票
日
円
前
日
で
も
投
裂
で
き
る
特
別
な

制
度
で
す
。
主
椴
者
で
あ
る
私
た
ち
が

国
政
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
す
か

ら
楽
総
だ
け
は
や
め
、
不
在
者
投

pr乞

活
用
し
ま
し
ょ
、
つ
。

不
在
者
投
両
市
は
選
挙
管
理
委
貝
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ

l
ム
な
ど
の

ほ
か
に

一
般
の
人
で
も
次
の
よ
う
な

「理
由
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て

選
#
匂
理
委

μ会
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ
自
分
的
故
以
区
域
外
で
服
務
や
業
務

に
従
事
し
て
い
る
人
(
例
え
ば
、
商

品
の
仕
入
、
出
張
、
出
線
ぎ
な
ど
)

マ
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
内
人
(
例

H
結
婚
式

-
葬
儀
、
法
事
な
ど
)

お
で，
、ー

き れ
ま だ
し け h

よ 』立

つ 知
'コ
て

( 4 ) 

投
票
の
順
序

四
月
八
日
は
知
事

・
遊
説
的
候
補

者
二
人
を
同
時
に
選
挙
す
る
た
め
、

投
誤
用
紙
を
削
逃
わ
な
い
よ
う
二
種

矧
に
色
分
け
を
し
て
あ
り
、
知
事
が

部
背
色
、
逃
識
は
白
色
町
投
誤
用
紙

で
、
投
両
舶
の
順
序
は
、
先
に
知
事
を

あ
と
に
巡
識
を
選
挙
し
ま
す
・
二
十

二
日
に
は
、
白
色
紙
で
町
長
薄
背

色
紙
で
町
議
の
投
球
を
行
い
ま
す
。

------ノ

候
補
者
ひ
と
り
を

ハ
ツ
キ
リ
書
〈

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
無
効
に

な
っ
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

大
切
な

一
梨
で
す
か
ら
.
候
補
者
向

名
前
だ
け
を
ハ

y
キ
リ
岱
き
ま
し
ょ

う
。
次
の
よ
う
な
投
諜
は
無
効
で
す
。

マ
投
烈
朋
紙
以
外
の
紙
に
住
い
た
投

マ
候
補
者
で
な
い
者
向
氏
名
を
住
い

た
も
の

マ
一
枚
の
投
沼
市
用
紙
に
二
人
以
上
の

氏
名
を
書
い
た
も
の

マ
候
補
者
向
氏
名
の
ほ
か
よ
け
い
な

こ
と
を
お
い
た
も
の

ヤ
候
補
者
向
だ
れ
を
書
い
た
か
わ
か

ら
な
い
も
の
.

7
印
や
型
紙
で
候
補
者
名
を
押
し
た

も
の

書
け
な
い
人
で
も

投
票
で
き
ま
す

( 5 ) 
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A 広い遊戯室で喜びの落成祝賀会

健やかl
/ 

あ
す
の
今
金
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を、

明
る
く
健
康
的
な
環
境
の
な
か
で

健
や
か
に
育
っ
て
も
ら
お
う
ー
と
、
昨

年
八
月
か
ら
総
合
体
育
館
西
側
の
中
央

線
通
リ
に
新
築
工
事
か
進
め
ら
れ
て
い

た
今
金
幼
稚
園
が

一
月
に
完
成
。

二
月
六
日
、
新
園
舎
に
引
越
し
た
児

童
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
落
成
祝
賀
会
を

開
き
ま
し
た
。

1

9

純
白
の
外
装
に
仕
上
っ
た
園
書
は
、
喝

、

p
t
5
1
y
n
yリ
卜
平
屋
重
て
、
島
面
一

『
六
百
六
十
二
平
方
H

州、

定
員
百
六
+
人
・一

-
内
部
は
温
水
暖
房
で、

四
つ
の
保
育
宅

-

と
百
六
十
九
平
方
M
の
遊
戯
室
の
ほ
た

玄
関
ホ
l
チ
に
は
ロ
l
下
ヒ
l
テ
イ
ン

ク
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
事
摸
費
は
、
環
境
整
備
費
も
合
わ

せ
て
一
億
一
一
千
三
百
万
円
、
新
年
度
は

四
千
二
十
平
方
討
の
運
動
場
の
整
備
、

遊
具
施
設
、
園
舎
前
の
舗
装
一か
行
わ
れ
、

一
段
と
充
実
し
た
幼
児
教
育
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

今金幼稚園舎が完成

一『司咽，...-

立派な施設で明る

h
v
各
室
に
は
防
災
の
た
め
の
避
難
通
用
口
が
あ
り
、

テ
ラ
ス
か
ら
屋
外
に
出
る
ニ
と
が
で
き
ま
す
。

d
衛
生
第
一
に
と
各
教
室
の
手
洗
設
備
の
ほ
牢
に
、

ニ
教
室
の
聞
に
も
手
洗
、
便
所
が
あ
リ
ま
す
。

b
教
室
に
は
テ
レ
ビ
、
プ
レ
ヤ
l
、
オ
ル
ガ
ン
、

ピ
ア
ノ
(
五
歳
児
室
)
衣
類
か
け
が
完
備
。

4
玄
関
ホ
l
ル
右
側
に
職
員
室
、
正
面
が
遊
戯

室
、
左
側
に
四
つ
の
明
る
い
教
室
が
あ
り
ま
す
。

過
保
護
の
し
つ
け

過
保
議
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と

忠
い
な
が
ら
も
・
つ
い
つ
い
世
話
を

や
き
す
ぎ
て
し
ま
う
の
も
、
親
主
ら

は
こ
そ
の
心
理
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
何
ご
と
も

H

過
ぎ
た
る

は
な
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と

L
H
で
、

過
保
滋
も
.
子
ど
も
の
成
育
に
よ
い

結
川
市
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。
一

般
的
に
、
過
保
被
と

は、

子
ど
も
の
い
い
な
り
に
な
っ
た

り
.
子
ど
も
が
自
分
で
し
な
け
れ
ば

タ
チ
り
な
い
こ
と
ま
で
親
が
や
っ
て
し

ま
う
、
一
方
的
な
サ
ピ
ス
過
剰
の

親
子
関
係
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
過
保
挫
の
し
つ
け
は
、

子
ど
も
の
性
格
形
成
に
ど
う
い
う
影

響
を
与
え
る
か
と
い
い
ま
す
と

ま
ず
寸
子
ど
も
の

い
い
な
り
」
に

な
っ
て
い
る
と
、
子
ど
も
は
自
己

中
心
的
で
自
分
勝
手
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
多
く
な
り

学
校
な
ど
の
集

団
生
活
に
必
要
主
協
制
性
を
欠
く
よ

う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た

「世
話
的
や
き
す
ぎ
』
は
、

子
ど
も
が
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る

子どもの しつけのコツ

自主性を大切に

一一

過
干
渉
の
し
つ
け

し
つ
け
を

H

習
慣
づ
け
u

と
考
え

る
と
あ
昼
前
で
は
、
半
ば
強
制
的

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
あ
る

の
も
確
か
で
す
.
こ
と
に
幼
児
期
に

は
、
厳
格
な
し
つ
け

・
干
渉
は
、

子

ど
も
の
人
間
形
成
に
と
っ
て
駆
的
て

毘
裂
な
意
味
を
も
っ
て
い
草
す
。

た
だ
、
問
題
は
そ
の
度
合
い
で
す
。

厳
し
す
ぎ
る
強
制
過
干
渉
は
、
過
保

護
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
の
性
格

形
成
に
い
い
影
響
を
与
え
な
い
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。

必
干
渉
的
場
合
、
続
的
理
恕
と
す

る
子
ど
も
像
に
近
づ
け
る
た
め
、
「こ

う
し
な
さ
い
へ

「や
め
な
さ
い
」

「
い
け
ま
せ
ん
」
!
と
い
っ
た
よ
う

な
、
命
令
禁
止

，
F舌
の
こ
と
ば

や
態
度
が
‘
し
つ
け
の
中
心
に
な
り

が
ち
で
す
。

干
ど
も
は
、
親
の
い
う
通
リ
に
し

な
い
と
し
か
り
れ
、
時
に
は
休
加
を

も
加
え
句
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
税
円
前
で
は
服
従
的
て
、
紫
直

(6 J 

@ 

--./ 

自
主
的
な
仕
活
経
験
的
チ
ャ
ン
ス
を

少
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
社
会
生
活
に
ス
ム
ー

ズ
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
自
分

で
は
責
任
を
も
と
う
と
し
な
い
依
頼

心
的
強
い
性
格
に
な
り
が
ち
で
す
。

し
つ
け
は
、

子
ど
も
自
身
、
自
ら

の
意
欲
に
か
ら
れ
て
行
動
す
る
よ
う

に
し
む
け
て
ニ
そ
、
自
主
性
が
育
ち

ま
す
。
ま
ず
、
子
ど
も
の
身
に
な
っ

て
考
え
る

|

こ
れ
が
、
上
手
な
し

つ
け
の
コ
ツ
で
す
.

しつけとは、子どもの自主性を盛んじ怠ガら、日常

生活にlJlI.¥要広行動犠式を習慣づけること と頭ではわ

かっていても、実療は、ね11手かわいさのあまり甘や

かしすぎる一一一つまり過犀瞳になったり、逆に親の理

想と菅る子ども像に近づげようとして、厳しすぎる統

制 いわゆる週干渉に草ったりしがちです。

過保積と過工渉一一ーこのこコのしつけに共通してい

ることは、子どもの「自主性」を育てる上でほとんど

役立ってい芯いことです・

甘やかすのも厳し〈ずるのもほとほどに一一一。

な
H

よ
い
子
u

に
な
ろ
う
と
し
ま
す
。

自
我
を
お
さ
え
、
王
張
を
か
く
し
、

悪
く
す
る
と
一一
而
性
を
も
っ
た
性
格

に
な
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

税
円
強
制
に
合
わ
せ
る
だ
け
な
句

本
当
の
意
味
で
の

J
唱
比
"
に
な
・り

な
い
ば
か
り
か

4
沼
似
づ
け
」
に
大

切
な
自
主
性
も
育
ち
ま
せ
ん
。

税
が
子
ど
も
を
し
か
っ
た
り
・
世

話
を
や
い
た
リ
す
る
場
合
、
あ
く
ま

で

Lチ
ど
も
的
自
主
的
な
行
動
を
促

す
程
度
に
と
ど
め
る
ほ
う
が
、
し
つ

け
の
コ
ソ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

(7) 
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昌

司ノ;業
百用
かの
勺 宮守

事み
F 収
句集
ま
す

<t-.?/、"，~.苦

E

E

 

E

期
間
一

国

司
山
山
【
々
''
E

E

槍
ン

由

一
溺
セ
-
一

E
4
引

A
2
司

由

一

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
北
部
楠
山
術
生
セ

ン
タ
の
じ
ん
か
い
処
理
楠
持
制
的
{
考
成

に
よ
り
、
北
部
柑
山
四
町
が
ロ

l
ド
パ

y
カ
l
率
的
巡
回
で
消
潔
な
町
づ
く
り

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
、
北
部
楠
山
術
生
セ
ン
タ
組
合
部

会
で
、
営
業
用
の
ご
み
収
集
を
四
月
一

日
か
ら
有
料
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。収

集
業
務
は
現
在
、
家
庭
用
お
よ
び

営
業
用
(
商
庖

・
事
務
所
)
の
ご
み
を

週
二
回
、
不
燃
物
に
つ
い
て
は
月
二
固

定
期
的
に
収
集
し
‘
こ
れ
ら
に
裂
す
る

費
用
は
、
四
十
六
年
四
月
ス
タ
ー
ト
以

来
、
各
町
が
負
組
し
あ
っ
て
住
民
個
々

の
手
数
料
は
無
料
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る
ご
み
に
対

処
す
る
た
め
の
関
連
事
業
を
推
進
す
る

必
要
か
ら
、
今
回
、
そ
の
費
用
の

一
部

と
し
て
、

一
般
家
胞
を
除
く
商
脂
及
び

事
業
所
を
営
ん
で
い
る
方
々
か
ら
手
数

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

料
金
算
定
的
方
法
は
、
庖
舗
や
事
業

所
の
床
面
積
(
一
平
方
口
当
た
り
五
占
、
)

に
従
業
貝
数
(
一
人
当
た
り
十
点
)
を

加
算
し
た
合
計
占
に
よ
っ
て
下
記
に

定
め
る
料
金
表
の
業
種
別
・
等
級
区
分

に
応
じ
て
料
金
参
鉱
山
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
月
傾
最
低
二
百
円
1
六

百
円
以
上
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
健

全
事
業
の
辿
伝
の
た
め
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
地
域
を
拡
大

北
部
楠
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四

月
よ
り
収
集
車
一
台
を
納
車
し
、
現
在

来
収
集
地
域
的
農
村
を
主
と
し
て
収
集

車
を
巡
回
さ
せ
草
す
。

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
可
燃
物
は
学

校
所
在
地
路
線
を
原
則
と
し
て
‘
侮
迎

水
昭
日
(
対
象
H
八

束

金

原

盟

国

)

不
燃
物
は
、
来
端
五
戸
以
上
を
対
象
に

月
二
回

(
第
一
三
週
の
月
附
日
H
奥

租
川
稲
穂
・
八
束

・
白
石

・
鈴
附

・

ト
7

ン
ケ
ン
、
同
火
略
目
H
八一日記
|
今

帝
紘
の
日
進

・
八
束
全
版
盟
国
)

を
巡
凶
し
ま
す
.

同
四
月
か
ら
今
金
市
街
地
の
可
燃
物

的
収
集
日
が
次
の
よ
う
に
変
り
ま
す
.

7
月
・
木
昭
日
(
役
場
裏
側
の
栄
町
、

御
山
伸
、
大
和
町
、
緑
町
、
旭
幸
線
泊
り

の
末
広
町
か
ら
西
側
)
マ
ホ
・
土

(駅

前
通
り
四
側
の
八
幡
町
、
本
町
旭
町

昭
和
町
、
栄
町
)
マ
火

・
金

(八
幡
町

東
町
、
日
の
出
町
、
明
町
、

Aγ
口
持
、
高

見
町
、
末
広
町
、
市
栄
町
‘
南
町
)

か
わ
い
い
入
学
・

凹
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
新
学
期
。
新

し
く
入
学
、
入
閣
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
大

き
く
た
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
の
が
交
通

卒
故
の

心
記
で
す
。
ま
た
.
長
い
冬
か

ら
解
放
さ
れ
気
持
の
よ
い
戸
外
に
飛
び

出
し
て
遊
ぶ
幼
児
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

新
入
学
児
童
や
幼
児
を
も
っ
母
親
、

車
の
運
転
者
、
町
内
会
、
部
落
会
で
は

次
の
こ
と
に
十
分
気
を
〈
ば
っ
て
、
交

通
事
故
か
ら
小
さ
な
生
命
的
灯
を
守
り

ま
し
ょ
っ
。

{
お
母
さ
ん
方
へ
}

入
園
児

マ
学
校
へ
行
く
泊
の
安
A
夫
岳
地
を
考
え

学
校
ま
で
町
道
路
を
実
際
に
歩
い
て

確
か
め
、
安
全
」
弘
通
学
路
を
歩
く
よ

う
に
教
え
よ
、
フ
。

マ
歩
道
と
車
道
の
区
別
を
は
っ
き
り
教

え
、
歩
道
的
主
い
と
こ
ろ
で
は
、
道

路
の

「右
は
し
」
を
歩
く
よ
-7
に
教

、
え
よ
う
。

マ
背
、
賞
、
赤
の
意
味
と
、
信
号
に
よ

つ
て
の
波
り
方
、

止
ま
り
方
を
正
し

く
教
、
え
よ
、
っ
。

マ
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
〈
な
り
ま
す
。

遊
間
地
か
自
転
車
公
聞
な
ど
安
全
な

遊
び
場
を
き
め
て
車
内
通
る
と
こ

B

ろ
で
は
絶
対
に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
。

{
運
転
者
の
方
へ
】

守
宮
が
な
く
な
り
ま
す
と
市
街
地
や
国

辺
で
の
ス
ピ
ー
ド
運
転
が
目
だ
に
ま

す
。
学
校
幼
稚
図
、
保
育
所
な
ど

の
附
近
で
は
、
子
ど
も
が
突
然
飛
び

出
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
を
見
た
ら
赤
幻
号
と
思
っ
て
一

時
停
止
を
確
実
に
励
行
し
ま
し
ょ
、
フ
。

マ
椛
断
歩
道
に
接
近
し
た
と
き
は
、
そ

の
前
で
す
ぐ
止
ま
れ
る
よ
う
に
必
ず

減
速
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
町
内
会
、
部
落
会
の
み
な
さ
ん
へ
}

守
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
け
凡
か
け
た
ら
、
他
人
ご
と
に
せ
ず

「
愛
町
一
声
」
で
み
ん
な
で
注
意
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。
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2 
印刷草、家具強制肯定 n動

弘氏10 4，5∞ 4α10 3，駅10 3，α10 2訓 2α10 l縦10 1，600 1.4岨 は∞ !α)lJ 船0 600 4凹
11(Pli.，'，・位!荷 11，辿誕~， f.何|唄本

刷、 ftl句!'t.(I.vh'，;~

;\tl，.t ・水;a~‘ J円高・文IJJ.U:'J、必

10 何.I ì'f品小完全 . 1"1転 ll[小、!~.t，
金物 li'<l句レiイ，J!.;~公器-HJj 、-:，

3，反10 1，筑10 筑10 300 3 A 内動車部品.1，己主農取廠機 4日10 4目10 3側10 2，忠則 2目10 1，8∞ 1，醐 1.4(ω 1.000 &10 民10

~，且光案、石油ス P ン ド、情料専

器具阪，，'，$

写J'i1!，決温案、l'II.':tW:1i. t!; 
楽業医集品化加市川，.，'包3位、〈
つはきもの・スポーツ111品IJy，'， 4，仮10 3，筑10 3，α10 2筑10 2α10 1，&10 l仮10 1，400 1.200 1α)lJ 政調。 600 5岨 400 2曲

4 fL li.背工予定 一般土木1I築

Æ 似金金物 ιJ~.t. iM建[.'j(

業米殺']v}'，$

同~Î阪迎Æ. -'Il旅千年運送業 経

i~団体‘協同lItイ~. i.iU" パン小

売業、時計飢iA小.J(;案、型乗魯i.t
3，日同5 不動班1i たばこ4η~，;f!;， 1乳.1、 3α10 2，500 2，000 1.&10 1，600 1，4凹 l笈10 1α10 &10 阪10 500 4∞ ま10 200 

，，'，f!， その他の4ηl己Sた その他の

修棟梁

同家 ドE語、地}jJIH1j保険業銀

6 行 ・金融業、その他の11 3，α10 2，500 2，ぼ10 lぷ)lJ 1，600 1，400 1，2凹 1，ぽ10 政刻。 下'" 600 500 4∞ 衣川O 2曲

Mt.<:'l敵国地点111:.11、10市』明すごとに10円加算する.但L1O.~':I.未満"切捨てる. m家事務}Æ<!地方~I'務については、常務人目立散を加算しなL 、

ノ
f
i山

寺
寿
恵
子
さ
ん
に

管
内
教
育
実
践
表
彰

広
く
教
育
に
附
し
て
優
れ
た
実
践
活

動
を
し
て
い
る
学
校
や
団
体
個
人
に

贈
ら
れ
る
五
十
三
年
度
検
山
官
内
教
育

実
践
表
彰
に
山
寺
寿
市
Y
チ
さ
ん
(
中
堅

小
教
愉
)
が
学
校
教
育
部
門
で
個
人
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

山
寺
さ
ん
は
、
作
文
や
待
、
絵
画
的

指
導
を
通
じ
て
児
童
生
徒
内
表
現
力

や
向
且
ー
か
に
し
た
実
践
活
動
が
秘
め
ら
れ

た
も
の
で
、
特
に
各
磁
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

表金事ヰ

ク
ー
ル
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
興
味

関
心
を
お
的
、
毎
年
参
加
す
る
ニ
と
に

創
作
芯
欲
と
絵
画
に
対
す
る
表
現
力
を

育
て
、
全
国
内
肱
協
共
済
連
主
催
の
小
中

学
牛
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
五
十
年
度
か
ら
連
続
四
回
に
わ
た

り
最
出
位
の
入
賞
者
を
出
し
て
い
る
功

級
は
全
国
で
も
布

ι評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進

書
き
初
め
入

選
者

今
金
町
選
挙
管
理
委
只
会
が
募
集
し

ま
し
た
明
る
い
選
挙
推
進
の
也
き
初
め

4 

は
、
六
校
か
ら
六
十
五
占
が
集
ま
り
、

都
査
の
結
附
町
、
入
選
作
が
次
町
通
り
決

ま
り
ま
し
た
。

マ
最
優
秀
賞

高
伴
春
二
(
組
中
二
)

マ
優
秀
賞

森
山
ひ
で
き
(
A
Y
小
ニ
)

比
浩
一

(同
=一)
高
橋
稚
華
子
(
同
四
)

森
山
美
樹

(同
五
)
背
収
登
志
忠

(住

吉
小
六
)
マ
佳
作
高
橋
浩
(
今
小
二
)

藤
井
さ
と
み

(極
小
凶
)田
中
光
彦
(神

小
五
)
西
宮
弘
美
(
今
小
五
)
門
間
奈

緒
美
(
極
小
五
)
相
原
俊
佳
旦

(今
小

六
)
向
#
芳
子
、
西
国
光
夫
(
住
吉
小

六
)
山
口
哲
也

(花
石
中

こ

山
崎
み

ど
り

(稲
中
二
)

( 9 1 



町民ひろば口口地域のできごと 、話 題 、町政への意見、要望・生活的知 J!J.などをお帯せください口口町民ひろば

三J 祝日~ザ亡日 ~万戸..:;，.::.刊日士、九 ".;';:f

;発防;子{主投:ヨ'~~(~k~;;~K~;;

住みよい環境づくり運動

八束小中学校が

、わが家の戸イドjレ11

佐 々 木 治 さ ん の 長 男 (御杉)

秀彰ちゃん 2歳の誕生 日

「食べものに好煉いはないが、

床屋さんが嫌いなのでバパがい

つ Lハサミでやるとご満悦てヨす」

写真募集中 3哉ま でのお子 さ

んの日常のスナソプ写真をお寄

せください。 広報係ー

毎日新聞社の奨励賞

電気用品の安全マーク

電気局面は私疋古の生活を便利」

に、豊汀にしてくれますが、知ら

広いで欠陥萄晶を使つEり、使用

方法を間違えると、!吾電事故や火

誌の原因lこもなりかねません。

このようは事政在防吉、消賞者

の安全を守る疋め、 国では粗悪な

電気用田の富造販売を、マフ

マ のこよって続制しています。

つまり、このマフは通商産業

告唱で定められ"1.究術基準巳通合

レE電気周回にOihl寸けら判るも

ので、いわば、電気用畠の安主マ

フで草。

このマフこは三種類あり、

τ証偽造」二ぎ疋は使用方法草ど刀

らみて特に危股立もの、例えばあ

イロン、テレビ、洗Eく機などに

ほけられる甲嵯マーフ ⑦ 、もう

一つは、危険の比較的:di-G:いラジ

オや照明器具在ど仁つける乙櫨マ

クV です。

これらのマーフのない電気周昂

は販売してはいけ思いごと巳な

っていますので、購入¢際証マ

⑦マーフの表示ガあるかどうかを

確力めてください。

(10) 

消費生，舌だよ り

手入れされた花壇 は四季の花が満開

固
感
謝
し
ま
す
固

北
海
道
新
生
活
運
動
協
会
と
毎
日

新
聞
社
主
催
円
五
十
一二
年
度
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
運
動

「花
い

っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
八
束
小
中
学
校
が

毎
日
新
聞
社
内
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

八
束
小
中
学
校
は
、
昭
和
四
十
四

年
七
月
、
開
校
七
十
周
年
記
念
の
環

境
整
備
事
業
と
し
て
、
P
T
A
の
奉

仕
活
動
で
学
校
前
に
小
公
国
と
花
壇

を
造
成
し
て
以
来
、
毎
年
児
童
生

ぷ

徒
ら
の
手
で
四
季
の
花
づ
く
り
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
理
科
用

の
実
習
図
や
ハ
ウ
ス
二
棟
に
多
種
類
の

花
手
育
て
る
一
方
、
春
秋
町
二
回
各

家
庭
内
希
望
歩
義
的
て
は
極
首
の
購
入
、

配
分
を
行
い
、
地
域
生
活
周
辺
の
美
化

活
動
に
取
組
ん
で
い
る
た
め
、

学
校
花

壇
の
み
な
ら
ず
、
部
活
ぐ
る
み
で
花
と

縁
い
っ
ぱ
い
の
盟
か
な
環
境
づ
く
り
運

動
が
展
開
さ
れ
、
農
家
の
庭
先
に
は
い

つ
も
由
季
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
犬
合
啓
太
郎
き
ん

(昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
町
里
学
園
に
、

二
千
円
を

小
百
合
保
育
凶
ヘ
マ
六
鉛
菊
太
郎
さ
ん

(極
川
)
か
ら
座
ぶ
と
ん
二
十
枚
参
両
品

売
図
へ
守
木
村

一
雄
さ
ん

(函
館
市
)

か
句

一
万

一
千
二
百
十
円
を
光
の
里
学

園
へ

守
本
同
マ
サ
ヨ
さ
ん

(神
丘
)
か

ら
中
古
衣
料
十
五
占
を
被
災
者
捜
さ
ん

に
、
お
し
め
六
十
枚
、
衣
類
四
点
か
」盟

寿
図
ヘ
マ
喜
楽
食
堂
日
向
谷
昭
義
さ
ん
)

か
ら
出
前
そ
ば
四
十
八
人
前
ル
向
且寿
図

ヘ
マ
武
山
栄
吉
さ
ん

(瀬
棚
町
)
か
ら

=
一
千
円
と
ヤ
ク
ル
ト
七
イ
三
本
を
笠
寿

図
ヘ
マ
ト
?
ン
ケ
ン
婦
人
会

(
代
表
土

井
君
怒
さ
ん
)
か
ら
サ
イ
ダ
ー
二
十
四

本
長
葬
図
ヘ
マ
吉
田
辰
雄
さ
ん

(八

幡
町
)
か
ら
乳
製
品
ク
レ
ニ
ホ
イ
プ
六

袋
会
両
孟
吋
園
ヘ
マ
石
川
俊
典
さ
ん

(鈴

阿
)
か
ら
亡
祖
母
の
謝
礼
と
し
て
各
五

千
円
を
光
の
旦
学
凶
と
立
舟
閏
へ

世④5011

乞t@5321

E②0221 

E④5321 

E②0221 

ft(Z)0324 

.2等陸海士自閣官採用中

b応五五1f.栴 18成 - 25歳未満の !)~

b志願'呈付 今金町役場町民球ま

たは 自律I陣今全非m4'務所へ

b初任給 85，800円 t>'l't与は年 3

回で合;;"1-5ヶ月分支給b立とi叶t
街合î~は無料 、 衣服こす 切知料

b外出は平回 線m終了後、土Hii.日
は午後 日11Mは朝か ら許可

b詳 し〈は募集.?:Ji.務所(2 但 58)

-春先の水辺は危険です F

'~-とけ"寺m1に なると 子 どもた

ちが岐かい防さ Lにさそわれて水

辺てー遊ぶことが多くなります。

家のまわりにも危険な場所が立

外に多い Lのです。子とも円近ぴ

場に気をつけ 危険な川や地には

j!i:-'i存らな L、ょう 日ニ'ろカ‘らよ〈

言ぃIlt1かせておきましょっ 。

く今金野郎派山rUr>
・ 4月の休日当番医

1日 北楠山町平医 院

8日 北楠山町 国保柑院

15日 今金町 国似桶院

22日 jt楠山町国制病院

29日 今 金町 国保病院

30日 今金町五m医院

が必聖!です。軽自動車ゃ二輪の小

型 自動車は函館l控込lf事務所で手続

きLてく fごさし、。(ヰ見干#ii*>

.交通遺児奨学生を募集

i立交通安全推進委只会では54年

度の奨学生を募集しています。

b対集者交通泣1己等で道内の向

校 に荘学し ている者図

b人口 普通奨学生29名

t>1'1付制 }jMlln円て合併11-(-0

t>t{付期11¥1は修 十年限ま で。

希望者 は 4月末 日までに今金町

役場交通安全係へ申込み ください。

・国保の樺陪証の更新手続 を

国民地};n保険的被保険者，1iEが新

Lくなります。王比布他用している

保険証と印鑓 を持って 4月 4日か

ら4月17日までに役場楠祉課国保

係で更新手続きをしてください。

なお、今回は保険証の番号がす

べて変ります。更新 Lないと 5月

1日カ‘ら手丙R主などて"Hi!;仲買幸吉付カf受

けられませんから忘れず取り答え

てください。

.進学ローンの借入れ申込み受付

同校や大学右 どへ逃年 を干定 さ

れているご家庭のためにと 昨年

7 月 か ~ Ir>t.t& ~、を開始した進学手目
立山金円進1:::1-'資金制入れ申込みの

受付が4月14日まで1m姑されます。

貸付金円交付は借入れの申込みを

してか句 lヵ月後となりますか句

お早めに手航きしてくださいロ

.郵便局の進学積立貯金ご利用を

この進学制立貯金には、便利な

ロ ンカ吋づ L、ており、 l勾カ・ら 3

広報 口 ロ お L らせ ロロロ 広報 口口 お L らせ ロロロ 広 報 ロ ロ ぉ L らせ ロロロ 広報 ロ ロ お L 勺せ ロロ

年までの範囲内で積み立てると、

その椴立鰍と岡市iまでの貸付が受

けられ、f詰日 108万円までの進学

資金が準備できます。貸付の利率

は国民金融公庫の基準金利です。

返済期IUIは入学する学校内修業年

限以内で最長 4年まで、元利均等

払いとボ ナス払い円俳用があ り

ます。詳 しくは町内郵能川窓口へ。

舗ある日のあなたM ー写伐をさしあげます.

圃固定資産税第 1期の納期が変更

例年、固定資産税の第 l則的納

mJlま 4月]日カ‘ら 4月30日まてョと

なっていますが、本年は評価佐え

の年と地方税法の改正などの作業

の遅れにより 、本年度に限り 5月

1日均、ら 5月31日まてザに主正N1さ;L
ました。 ヨ¥2 m1 (7月〕 抑 3JUI(IO 

月)は例年どおりです。

なお、固定資産税課税古帳の縦

't~J~Jlm も 4 月 1 日か 句 4 月 20 日 ま

でとなりましたので、自分の資産

を確認されたい方は、 NI1H1中に役

場11/.務3革までおこしください。

-廃車屈を Lないと税金が

来句なくな った，<イク 、使え主

くなった耕運機などカずありました

ら、 3月31日までにナンバープレ

ー トを もって役場税務部で廃車屈

をしてください。廃車届を Lない

と、その車に税金がかかります。

また、売民主 とで所有者向名義変

更や住所が変わった場合も周け出

子
づ

く
り
の
装
飾
を
楽
し
む

町

民

学

級

リ

ボ

ン

フ

ラ

ワ

ー

教

室

⑨⑧⑧⑧⑮ 

ー花
の
色
は
ど
れ
に
し
ょ
、
っ

か
し
ら

リ
ボ

ン
は
何
色
に

す
る
の
」

町
民
セ
ン
タ
円

和
室
で
聞
か
れ
て
い
る
町
民
学

級
の
リ
ボ

ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室。

「探
府
で
な
い
か
ら
む
ず
か

し
そ
う

と
尻
ご
み
さ
れ
る
方

質
問
コ
ー
ナ
ー

(
問
)
六
年
生
町
女
の
子
で
す
が
、
国

語
と
社
会
科
は
好
き
で
、
自
分
で
よ
く

や
り
ま
す
が
、
算
数
や
理
科
は
宿
題
を

や
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
す
。
こ
れ
で
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
答
)
興
味
は
学
習
の
手
が
か
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
嫌
い
に
な

っ
た
原
因
を
探
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

は
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
算
数
な
ど
は
、
考
え
て
い
る
最
中

に
、
い
つ
で
も
友
だ
ち
に
早
く
答
え
を

出
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
、
自
信
を
失
う

原
因
に
な
り
、
途
中
で
投
げ
だ
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
が
嫌

い
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

@
γキ
タ
ノ
と
い
う
喜
び
を
与
え
る

こ
と
で
す
。
家
で
は
競
走
相
手
が
い
ま

せ
ん
し
、
時
間
の
制
限
も
な
い
こ
と
か

ら
、
よ
く
考
え
る
習
慣
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
時
間
が
か
か

っ
て
も
川
家
庭

学
習
で
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
η

認
め

て
、
励
ま
し
て
や
る
H

こ
と
が
大
切
で

す
ネ
。

(
問
)
中
学
三
年
に
な
る
長
男
で
す
が
、

二
年
生
の
頃
は
、
学
校
の
テ
ス
ト
な
ど

を
よ
く
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
近
ご

ろ
で
は
、
た
ま
に
「テ
ス
ト
は
な
い
の
し

と
声
を
か
け
た
り
す
る
と
「
あ
る
ヨ
F

あ
た
り
ま
、
え
じ
ゃ
な
い
か
L

と
、
ど
な

、ーノ/

も
い
ま
す
が
意
外
と
簡
単
な
ん
で

す
よ
。
う
ち
の
サ
タ
ル
は
気
軽
に

入
っ
て
も

句
い
、
仲
よ
く
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い

ま
で
は
多
く
町
方
が
作
品
を
発
表
す

る
な
ど
上
手
で
す
よ
L

講
師
の
阿
知

波
公
子
さ
ん

(八
幡
町
)
は
リ
ボ
ン

を
裁
断
し
な
が
ら
説
明
に
大
わ
り
わ
。

一
見
生
花
と
間
迅
え
る
ほ
ど
の
美

し
い
造
花

一
輸
が
材
料
と
し
て
あ
り
、

あ
と
は
梨
や
リ
ボ
ン
を
組
合
せ
て
デ

ザ
イ
ン
す
る
ば
か
り
。
は
じ
め
は
な

か
な
か
大
変
な
よ
う
で
す
が
、
一
つ

一
つ
出
来
あ
が
る
作
品
を
胸
に
あ
て

「卒
業
式
に
は
こ
の
リ
ポ
ン
に

l
ど

の
色
町
洋
服
が
似
合
う
か
し
ら

」

と
手
づ
く
リ
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
主

が
ら
み
な
さ
ん

一
生
け
ん
め
い
で
す
。

っ
た
ょ

っ
に
い
い
ま
す
。
心
配
で
す
が
、

(答
)
中
学
三
年
く
ら
い
に
な
る
と
、

「
見
て
、
な
ん
に
な
る
?
」、
寸
見
せ
た

か
ら
っ
て
、
芯
味
が
な
い
。
親
に
わ
か

る
も
の
か
。」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
共

通
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
見
せ
な
く
な
る
原
因
も
次
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

@
急
に
テ
ス
J
の
占
が
落
ち
て
、
見

せ
る
気
に
な
ら
な
い
。

@
勉
強
は
、
お

れ
が
や
る
の
だ
。
税
に
さ
し
ず
さ
れ
て

や
る
も
の
で
は
な
い
。
U
中
学
三
年
生

ら
し
い
自
党
か
ら
u
@
親
に
見
せ
て
も

占
数
に
つ
い
て
グ
チ
を
い
わ
れ
る
だ
け

で
意
味
が
な
い
。
む
し
ろ
、
や
る
気
に

水
を
き
さ
れ
る
だ
け
だ
。

以
上
、
三
台
に
現
由
が
し
ぼ
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
無
理
に
見
せ
ろ
と
い
う
態

度
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。
自
覚

を
も
っ
た
年
齢
で
す
か
ら
、
②
の
理
由

な
ら
立
派
な
も
の
で
す
。
親
は

一
枚
、

一
枚
の
テ
ス
ト
の
占
を
検
閲
す
る
の
で

は
な
く
、
本
人
の
勉
強
に
対
す
る
考
え

方
を
親
子
の
対
話
の
中
で
、
大
き
く
つ

か
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。
さ
し
ず
は
で

き
る
だ
け
や
め
た
い
も
の
で
す
(終
り
)

』
-
お
わ
り
に
あ
た

内

判
コ
命
温
っ
て
日
私
の
教
民

，LMい也
a島
田
と
し
て
の
経
験
や

詰

-
子
ど
も
を
育
て
て

き
た
反
省
を
中
心
に
三
年
間
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
み
な
き
ん
の
お
役
に
立
て

た
か
ど
う
か
疑
問
で
す
。
ご
愛
読
を
感

謝
し
ま
す
。
(
神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
嘉
)

(11) 



一
職

一

一
州

一

一
税

一

確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

昭
和
五
寸
一-一
年
分
的
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
け
付
け
は
三
月
イ
丘

H
で
終

わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
中
古
書

を
提
出
し
た
後
で
計
算
逃
い
な
ど
の

た
め
に
記
載
内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
い
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

訂
正
的
手
続
き
主
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
続
制
的
刑
判
円
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
全
が
少
な
か
っ
た
り
‘
泣
付

を
受
け
た
税
金
が
多
い
も
」
と
が
わ
か
勺

た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
証
申
告
は
税
務
署
か
ら
更

正
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
平
〈
申
告
さ
れ

た
方
が
冶
利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
担
。

向
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
中
告
を
し

た
と
き
は
、
税
制
的
五
%
の
過
少
巾
倍

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
.
自
分
で
ま

ち
が
い
を
発
見
し
て
削
指
を
呈
け
る
前

に
修
正
巾
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申

作
加
算
税
が
か
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

マ
税
額
を
多
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
制
の
計
鉾
を
ま
ち
が

っ
た

た
め
、
税
金
を
納
め
過
き
て
い
た
り
、

泣
μ
刊
を
主
け
た
税
全
が
ゆ
y

な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
は
正
し
い
税
舶
に
主

お
す
よ
う
に

J
K
正
の
泊
求
し
を
提
出

す
る
こ
と
い
か
で
き
ま
す
。

更
王
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
巾

告
別
限
か

h
一
年
以
内
で
す
か
旬
、
昭

和
五
十
-二
年
分
的
所
得
税
の
維
定
中
告

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
イ
百
年一
一一
月
十

H
H
ま
で
て
す
。

町民正
円
前
求
を
す
る
と
、
税
務
将
で

は
そ
の
内
討
を
訓
べ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
併
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
巾
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
主
か
っ
た
と
き
は
申
告
期
限
'
怯

で
も
確
定
申
告
を
干
る
こ
と
が
で
き
ま

す。

こ
の
寸
期
限
後
申
止
n
L

は

税

務

署
か
ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は

い
つ
で
も
巾
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
主
る
べ
〈
平
く
し
た
万
が
有
利
で

す
。
つ
ま
り
、
期
限
後
中
出
を
し
な
い

で
税
務
将
か
ら
決
定
的
辿
知
を
受
け
る

と
、
税
傾
向

一
O
%
の
無
小
合
加
幻
税

が
か
か
リ
ま
す
が
、
調
査
ふ
』受
け
る
，
川

に
巾
苛
し
た
と
き
は
、
晦
一
巾
白
川村
H
税

は
悦
傾
向
五
%
で
前
み
ま
す
。

な
お
‘
申
比
門
市
の
川
紙
は
役
場
、
悦

務
岩
窓
口
に
同
意
し
て
あ
リ
ま
す
。

-
新

一
年
生
に
交
通
安
全
愛
の
鈴
を
贈
る

新
人
可
児
市
町
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
け
て
・民

泊
安
全
を
ー
と
、
町
尚
ド
ム
会
耐
人
部

(安
州

灯
j
会
民
)
は
川
か
句
む
を
こ
め
て
刊
っ

た
此
色
町
4

いい】制み
の
「
同
尻
町
鈴

l
h
Jハ
l
州

を
持
参

(刀
打
)
こ
れ
は
川
内
全
校
同
可
愛

い
い
新
年
生
に
プ
レ
セ
ン
ー
さ
れ
る

B
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ロ
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ん
じ
よ
う
お
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で
と
う

市

川

裕

イ
V
4
(
勝
己

川
上
紘
了
ぶ
(
司

井
村
多
加
iu広
(
担

女
)南
栄
町

以
女
)州
一
日
川

良
川
)
組

発
行
北
海
道
今
金
町
役
場

=広級=

トヒベγクス

-
道
ス
ポ
キ
季
大
会
で
今
金
勢
が
圧
勝

m
l川
迫
M
A
ス
ポ
l
y
仰
山
久
、
不
大

会
は
二
月
了
イ
五
円
、
今
世
西
町
村
ス

キ
切
に
北
部
間
町
町
選
手
間
が
参
加

し
て
'
打
わ
れ
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
小

学
生
内
市
原
刷
治
省
、
中

y生
の
小
西

規
之
官
が
二
Mm目
制
覇
。
ノ
ル
デ
y
ク

競
技
(
刀
士
山
(
)
で
は
全
柿
別
に
健
勝
す

る
な
ど
、
ス
キ
l
上
国
を
諸
る
今
金
選

子
川
町
活
時
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

ト

ルマー

加
藤
友
焼
潟
(
五
伝

長
男
)
H
め
山
川

津
田
栄
埋
イ
ば
(
博
之
長
女
)
世
田

岡

裕

美

V
M
(
孝

司

長

女
)氾

台

尻

井

供

御
U
A
(
正

時

長

男
)県

界
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げ
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品
(
修

列
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日
川

一
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鍛
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は
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内
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μ和
良
v
m
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巡
-
A

山
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金
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久
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f
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女
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市川I
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地

上
町
持
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以
(
稔

長

立
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附
町

松
浦
秀
明
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相
(誠
二
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則
)市
栄
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長

引
)相

川

固
い
つ
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